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平成27年 9 月関東・東北豪雨災害に係る
災害復旧技術専門家の派遣（報告）

公益社団法人　全国防災協会

　当協会は、平成15年11月に地方公共団体等からの
要請時応じ、災害復旧制度に熟知しその復旧工法に
関する技術的知見を有する実戦経験豊富な専門家集
団である「災害復旧技術専門家派遣制度」を創設し
ました。その新たな運用策として、昨年 5 月、国土
交通省水管理・国土保全局防災課より「災害災害復
旧・改良復旧事業の技術的助言など支援（試行）に
ついて」の通達が出されました。昨年も被害が大き
かった、山形県南陽市、長野県木曽郡南木曽町、広
島市の被災現地に 6 名の専門家が赴き、復旧工法な
どについて技術的助言を行いました。
　「平成27年 9 月関東・東北豪雨」では、関東や東
北地方を中心に公共土木施設も大きな被害が発生し
ました。今回、栃木県鹿沼市、福島県二本松市、同
会津郡南会津町、宮城県大崎市、同加美郡加美町に
専門家をのべ23人日派遣し、技術的支援を行いまし
たので紹介します。
　なお、今回の支援活動にご協力いただいた災害復
旧技術専門家は次の１７名の方々です。いずれも至急
な要請でしたが快くご協力いただきましたこと、感
謝申し上げます。また、派遣に当たり、事前調整や
現地案内の対応をして頂いた、当該県、市町のご担
当職員の方々には丁寧な対応いただき有難うござい
ました。

○派遣された専門家（敬称略）
①　栃木県鹿沼市（ 3 名）
　 9 月24日～ 25日（ 2 日間）
　・大日方尚巳　㈱近代設計東京支社
　・篠江　　惇
　・細島　通夫
②　福島県二本松市（ 3 名）
　 9 月28日（ 1 日間）
　・佐々木一夫　鹿島道路㈱東北支店
　・渡辺　宏喜　（公財）福島県都市公園・緑化協会
　・大内　文男　（一財）ふくしま市町村支援機構
③　福島県会津郡南会津町（ 3 名）
　 9 月28日～ 29日（ 2 日間）
　・佐藤　　清　ＭＭコンサルタント㈱
　・佐竹　　勝　共和コンクリート工業㈱福島支店
　・芳賀　修二　日本地下水開発㈱福島営業所
④　宮城県大崎市（ 3 名）
　10月 8 日（ 1 日間）
　・遠藤　眞一　㈱エイト日本技術開発東北支社
　・門脇　和善　宮城県道路公社
　・佐藤　　久　㈱アルファ水工コンサルタンツ
　　　　　　　　仙台事務所
⑤　宮城県加美郡加美町（ 5 名）
　10月 8 日（ 1 日間）
　・大利　泰宏　㈱オリエンタルコンサルタンツ
　　　　　　　　東北支店
　・山科　勝嗣　（一社）東北地域づくり協会
　　　　　　　　山形支所
　・相澤　嘉知　㈱協和コンサルタンツ東北支店
　・千葉　光敏　復建調査設計㈱東北支店
　・狩野　　力　東京コンサルタンツ㈱東北支店
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１ ．活動報告（概況）
１）栃木県鹿沼市
　①　現地活動報告（概況）
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　②　活動状況写真
　調査状況等
　・災害復旧技術専門家現地調査の状況

河道埋そく、河川氾濫状況（杓子沢川）

護岸ブロック倒壊、兼用道路被災状況（西武子川）

橋台が沈下し上部工が浮いている状況（金比羅橋）

護岸ブロック倒壊、河岸欠壊状況（野中川）

斜面すべり崩壊による道路埋没状況（市道0009号）

護岸被災と橋台下面の洗掘被害状況（市道7053号）
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市長、副市長へ調査結果を報告

調査結果の報告、復旧方法に関する鹿沼市職員との意見交換の状況

マスコミ取材の状況

　・災害復旧技術専門家
調査結果の報告、意見交換の状況



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （ 7 ）第 797 号

　③　報　　道
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　④　コメント

　　　・派遣専門家

災害復旧の基本的事項も講習

大日方　尚巳（㈱近代設計 東京支社）

　 ９ 月２４日～２５日にかけて鹿沼市に派遣され、河川災害 ３ 箇所、道路災害１箇所、橋梁災害 ２ 箇所
について災害復旧方針などの技術的助言を行ってきた。鹿沼市は、人口１０万人、関東平野と山地部
の境界部に位置し、本災害の総雨量は５００㎜を超しており、災害報告は２６箇所、復旧費約１０億円で
ある。近年、鹿沼市は大きな災害が無く災害復旧申請の経験が殆ど無い状況であった。
　助言は、負担法に基づく応急仮工事、災害復旧申請の方針・考え方などが中心であり、大規模復
旧や改良復旧は無さそうであった。このため調査の最後の意見交換に引きつづき、担当者を対象に、
持参していた災害復旧実務講習会の資料を用いて基本的事項の講習を行い、好評を得た。

専門家になって10年、初めての派遣

篠江　　淳

1.　専門家として派遣された感想
　私が災害復旧技術専門家として防災協会に認定され登録されたのは、たしか平成17年度であり、
今年で10年目を迎えますが、今では現地に派遣された事もなく、毎年のように各地で専門家による
支援・助言等の活動について、全国防災協会による情報を参考にし自分なりに研修してきました。
今回、関東・東北豪雨により私が住む栃木県も県内各地で大きな災害が発生し、県内で初めて技術
専門家派遣の要請があり、９月24〜25日、鹿沼市で活動してまいりました。
　栃木県内の市町は災害復旧事業についての経験者も少なく、特に今回の様な大雨により一般被害

（死者・家屋流出等）が多く発生し、市の職員はそれらの対応におわれ、公共土木施設の復旧準備
が後手にまわる傾向があるのではないかと痛感しました。また市町の管理する準用河川または普通
河川の被害が多くありましたが、河川の規模が小さく、川幅等も狭いため災害復旧事業としての申
請が県工事に比べ大変難しく感じました。
2.　専門家派遣制度に望むこと
　今回の活動について経験しましたが、市町村に対する支援・助言がその場限りで終わってしまう
ので、我々地元にいる専門家は被害調査から負担法の申請まで市町村の相談に乗ってやる事が大切
だと思います。制度改正し、要請があればもう少し長い日数支援できるよう今後工夫すべきと思い
ます。
3.　今後の抱負
　専門家としてなお一層研修等を行い、経験を積む事が重要ですので健康である以上今後もお役に
立てればと思っています。
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災害復旧技術専門家派遣制度を活用して

鹿沼市長　佐藤　　信

　本年 ９ 月の関東・東北豪雨により、公共土木施設をはじめ、未曾有の災害が発生し、市民生活に
多大な影響を与えました。
　本市では、災害実務経験を積んだ技術者が少なく、復旧に向けた対応に苦慮している矢先、「災
害復旧技術専門家派遣制度」の活用についてご紹介をいただき、早期の復旧には専門家派遣が必要
と判断し要請を行ったところです。
　 ２ 日間という日程のなかで、被災の程度が特に大きい道路や河川について、直接現地調査を行い、
専門家の皆様から復旧に関する貴重な技術的助言をいただくことができました。
　これらを今後の災害復旧事業に活かし、施設の早期復旧、そして安全で安心できる市民生活の確
保に向け努力してまいりたいと考えております。
　最後に、派遣要請に迅速に対応していただいた国土交通省防災課や栃木県河川課の皆様、そして
派遣を行っていただいた（公社）全国防災協会ならびに直接足を運んでくださった専門家の皆様に
心から感謝を申し上げます。

鹿沼市災害現地調査での感想

細島　通夫

　今回、短い日程での調査でありましたが、栃木県鹿沼市内の道路、河川の被災状況を見まして、
今から約30年前「襲う濁流、町沈む」と下野新聞に報道されました茂木水害を思い出しました。当
時も、地域の方々の生活環境や安心感を一刻も早く確保するために速やかな復旧業務に取り組んだ
ことを思い出します。鹿沼市都市建設部の皆様におかれましては、災害復旧制度を最大限に活用し、
速やかにかつ円滑に実施されることを期待いたします。
　今回の災害現地調査での技術的助言等がこれからの災害復旧の促進に寄与し、土木公共施設の早
期復旧と地域の方々の安全・安心にお役に立てばと思っております。
　最後になりますが、専門家大日方さんの一言「みんながハッピー」が印象に残っております。

　　　・要請自治体（鹿沼市）
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２ ）福島県二本松市
　①　現地活動報告（概況）
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　②　活動状況写真
　　１．　現地調査

　　2.　市長への報告

①　若宮伏返線

②　荒町風呂ノ入線
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　　３．　取材状況・市からの概要説明

　③　報　　道
　　１．　NHK福島放送　 9 /29　 9 ：5２
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　　２．　福島民報　 9 /29

　④　コメント

災害復旧技術専門家として派遣されて

佐々木　一夫（鹿島道路㈱ 東北支店）

①　専門家として派遣された感想
　査定業務（現役役所時代）から離れて約 ２ 年経過した中での初めての派遣という事で、緊張しつ
つも少しでもお役に立てればとの思いで臨みました。被災現場を視て気づきが甦り新たな気持ちを
抱くことが出来ました。

②　専門家派遣制度に望むこと
　多く諸先輩方の持ちあわせた特有のノウハウを十二分に発揮できる制度とすべく、機会があれば
幅広にお声掛けが頂ければと思います。

③　今後の抱負
　お役に立てればとの思いでおりますので、機会があればお声掛けをお願いいたします。

　　　・派遣専門家
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災害復旧技術専門家として二本松市に派遣

渡辺　宏喜（（公財）福島県都市公園・緑化協会）

　災害復旧技術専門家として登録されてからあまり時間もたっておらず、またマスコミの同行もあ
ると聞き、多少緊張ぎみで市役所へ向かいました。
　現場を見て、市職員の方々と被災原因、復旧工法等について協議を進めている時は、市町村への
技術支援を実感することができましたが、査定ではないので、なかなか確定的な事は言えず、その
言い回しに困難さを感じました。
　また、マスコミが同行していたので、ざっくばらんな意見のやりとりにも不自由を感じました。
　基本的には、県が管内市町村を指導すべきであると考えますが、県管理の施設の復旧もあること
から、この制度の有効活用を広めたいと強く感じました。
　今後も、災害復旧制度の現状把握に努め、時間が許せば積極的に派遣に応じたいと考えております。

　　「災害復旧技術専門家」として
初めての出動から   感じたままに

大内　文男（（一財）ふくしま市町村支援機構）

　私は、（平成27年 9 月関東・東北豪雨の様子を）テレビ報道による被害情報等から、災害を担当
していた頃、この様な時によく感じていた、言葉では何とも表現ができない感覚で「ゾクゾク」と
も「ザワザワ」とも云うようなそんなものを体に感じていました。これは大災害になるぞと直感も
していました。もしかする と 「出動」の要請になるなとも思っておりました。思っていた通り全
国防災協会から派遣依頼を受け、緊張の中また反面意気に感じて初めての経験をしました。
　その時に感じたことは、 一つには、派遣時期が災害発生後約 2 週間後で遅いのではないかなと感
じました。市町村に対して、災害復旧工法は勿論、特に道路や河川管理者として利用者の安全確保
対策や施設の増破防止対策 ( 応急工事等 ) について等も含めて十分に助言ができる体制を考えたい
ものです。遅くなった原因の一つには「災害復旧技術専門家」制度が、市町村に十分浸透していな
いことがあったようです。これから何らかの情報発信により周知を 図る工夫が必要ではないかと
思います。
　二つ目は、災害に対する県と市町村の連携・協力体制の充実強化です。これは、私どもが関与す
る範疇を超えるものですが、公共事業が減少する中、市町村の技術者職員は削減され、今回の様な
激甚な災害対応は困難を極めることは当然至極のことです。また、県も同様に技術者が削減されて
きましたので、十分に市町村を支援できる状況にないものと思われます。これらに対応するー方策
として、有事に際しての体制作りを急ぐ必要があるのではないでしょうか。この体制づくりの際に
は民間の関係機関の参画を検討する他、「災害復旧技術専門家」制度の活用も視野に入れた体制作
りができないものでしょうか。 今後考えていきたいものです。
　最後になりましたが、この度の派遣では災害査定官をされていた佐々 木一夫様と渡辺宏喜様と
ご一緒でき大変勉強になりました。被災現場での関係者への説明・助言、最終的な結果打合せにお
ける取りまとめ等参考になりました。今後に活かしていきたいと思います。お二人には大変お世話
になりました。そしてご指導有難うございました。
　以上、「災害復旧技術専門家」制度は現在の災害対応に対するニーズに合致した施策であり、今
後も社会の安全・安心の確保を図る見地からさらに重要な役割を担うことになるのではないかと考
えます。重責であることを改めて肝に銘じて活動していきたいと思います。
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初めての災害復旧技術専門家を受けいれて

二本松市建設部参事兼土木課長　丹治　耕一

1.　専門家が派遣され、災害復旧に向け役立ったこと。
　専門家による災害調査箇所は、幹線市道の盛土法面が崩落し、隣接する一級河川まで土砂が流失
した道路災害現場であった。
　助言いただいたのは、被災状況・範囲を確認し、被災のメカニズム（被災原因・被災水位等）を
明確にしたうえで、復旧工法を検討することが望ましいことや、現地は水衝部になっているため、
河川の水位が上昇し被害が増大したことも想定されることから、河川管理者である県と協議し、構
造、施工区分等について調整することが望ましいとのアドバイスを受けた。

2.　専門家の派遣制度にのぞむこと。
　今回、福島県では最初の専門家派遣と聞いているが、迅速、丁寧な、助言を頂き、県内でも広く
制度の活用を望む。

3.　災害復旧に向けた近況
　災害復旧本工事の着手まで、二次災害を防ぐ観点から土のうやブルーシート等を設置し、被害の
拡大を防いでいる。また、現地がカーブとなっており見通しが悪いことから、道路管理者として、
交通安全対策、交通誘導に万全を期すこととしている。

　　　・要請自治体（二本松市）
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３ ）福島県会津郡南会津町
　①　現地活動報告（概況）
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　②　活動状況写真　

町道静川線　高橋

町道106号線

町道沖向山線

南会津町長への報告



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （19）第 797 号

　③　コメント

福島県南会津町に派遣されて

佐藤　　清（ＭＭコンサルタント㈱）

　ある程度の時間が経過し、復旧工法等が立案され、その工法の妥当性等について判断を求められ
た経験はあるが、災害復旧技術専門家として派遣される時点では被災直後であることから、基本的
事項の整理からスタートする初めての経験であった。
　具体的なアドバイスとして期待されるものは、被災範囲の整理、応急工事の必要性、被災要因の
調査、改良復旧の必要性、他の管理者との申請区分の整理等が挙げられる。さらには、現地踏査は
かなり足場の悪い中で行うのが一般的であるため、体力面での強さも求められる。
　今回派遣された福島県南会津町の調査箇所は、「平成27年 9 月関東・東北豪雨」により橋梁、道路、
河川と輻輳して被災した箇所であり、中には道路が殆ど流失した箇所もあるなど、かなり広範囲か
つ厳しい箇所を調査した。
　しかしながら、知力と体力に疑問符は付いたものの、久しぶりの災害現場は緊張感が漂い、自治
体の皆様方の熱意に答えなければならない義務感もあり、自分自身にとっても大変有意義であり、
少しだけ「昔取った杵柄」を実感した。

災害復旧技術専門家として初めての派遣

佐竹　勝（共和コンクリート㈱ 福島支店）

①　災害復旧技術専門家派遣の感想について
・技術専門家に認定・登録されたのは今年の6月23日でした。まさか3か月後の9月に派遣要請が来

るとは思わなかった。（先輩の人たちの話では登録のみだからと言われていたので）それにして
も当地方にとっては、季節外れの大災害でした。
・国交省 OB の査定官経験者がおられて大変心強かった。
・私たちの班は宿泊することになり、元査定官に心得等教わる機会があり大変勉強になった。

②　専門家派遣制度に望むこと
　この制度を全市町村に PR することが必要ではと考えます。各県で実施している毎年の災害担当
者会議や首長会議等でも話す機会を持つ必要があると考えます。

③　今後の抱負等
　次回も要請があればいつでも要請に応じられるように健康管理、さらには災害復旧に関する法令、
技術基準等研鑽に努めたい。

　　　・派遣専門家



（20） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

災害復旧技術専門家派遣制度について

南会津町長　大宅　宗吉

　去る ９ 月 ９ 日から１０日にかけて発生した「関東・東北豪雨災害」にあたりまして、全国防災協会
におかれましては、早速、災害復旧技術専門家を本町に派遣していただきましたこと、心より御礼
申し上げます。
　この豪雨災害により、河川の氾濫による橋梁の被災、沢沿いに走る町道の壊滅的な被災があった
うえに被害が広範であるため、災害調査はもとより被災原因の把握、復旧工法の検討にも苦悩して
いたところであり、現地に赴いて復旧計画や復旧工法についての技術的な指導・助言をいただいた
ことは災害査定に向けて精神的にも前進することができました。派遣していただいた専門家の方々
も本町の地形等をご承知であり、的確なご指導をいただいたと認識しております。
　現在、災害査定に向けての町を挙げて邁進しております。今後とも、御指導いただきますようお
願いいたします。

２㎞以上の被災箇所を現地調査

芳賀　修二（日本地下水開発㈱ 福島営業所）

①　感　　想
　技術専門家と言え現地調査するのは久しぶりの事でした（平成 ７ 、 ８ 年時の査定官以来となる）。
９ / ９ ～ ９ /１１の総雨量311㎜、 ９ / ９ の日雨量が２３０㎜（舘岩観測所）でしたがこの数値が被災個所地
に該当するかは疑問が残りました（局部的な集中豪雨でもっと大きかったように思う）。特にＲ289
号線の旧道である町道106号線（駒止湿原に行くルート）の調査ですが山間にあって急峻な町道と
赤穂原川が出水と流速によって越水洗掘、崩落、決壊、閉塞など転石、流木、倒木が ２ キロ以上に
渡って散乱し被害が出た。背後地資産、取付道路など検討のうえ原形復旧としたが河川管理者（県）
と協議を行い遠慮なく工法検討して欲しい旨を町に伝えた。踏査中に道路崩落、寸断、倒木などに
よって歩行困難を繰り返し、大転石の露出、道路の凹凸により足元が悪くバランスを失いかけたこ
とがあって体力不足を感じてしまいした。そのほか橋梁（高橋）流出によって河川復旧との線形検
討や町道沖向山線の橋梁基礎洗掘や道路排水処理など検討していくよう指導した。当日の天気が良
かったこと、そして皆さんと一緒に調査しての宿泊は大変良かったと思います。

②　派遣制度
　今回は私にとって初めてなこともあり専門家の佐藤清様、佐竹勝様、県の職員と一緒に廻らせて
いただき心強く感じました。今後も複数の方々と合同で現地派遣を希望します。

③　今後の抱負
　福島県の技術専門家が 5 名と少ないと思うので加入者の確保、災害採択の知識をより充実してい
ければと思います。

　　　・要請自治体（南会津町）



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （21）第 797 号

４）宮城県大崎市
　①　現地活動報告（概況）



（22） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

　②　活動状況写真
　　平成27年10月 ８ 日

市道絵図沢１号線（下鵙目橋）

市道上鳴子岩渕線（河原湯橋）

市道上鳴子岩渕線（河原湯橋）

被災概要説明（左 大崎市、右 専門家）



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （23）第 797 号

2015.10. 9 　建設新聞

　③　報　　道



（24） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

　④　コメント

有用な災害復旧技術専門家派遣制度

遠藤　眞一（㈱エイト日本技術開発 東北支社）

　10月 8 日（木）に初めて、災害復旧技術専門家として現場に出ました。今回は、申請者の大崎市
役所の担当者からの被災概要説明や現場調査・結果説明まで、全てマスコミにオープンでした。潜
水橋とは言え、落橋している現場は迫力があり、当日の NHK の夕刻の TV ニュース番組で紹介さ
れました。建設新聞には、翌日に写真入りの記事が出ました。住民代表の大崎市をはじめ、宮城県
土木部の皆様の大変な気迫を感じた次第であります。
　このようなことから、本制度が極めて有用で時節に合致していること。大変好ましいものと受け
止めております。今後とも微力ながら、ご協力してゆきたいと考えております。よろしくお願いい
たします。

災害復旧技術専門家派遣について

門脇　和善（宮城県道路公社）

・今回の台風１８号による大雨では、大崎市で渋井川破堤で全国ニュースに取りあげられるなど甚大
な被害が発生し、他の被災状況を心配していたところへ派遣要請があり、担当が地元大崎市で旧
岩出山町や旧鳴子町は勤務経験のある場所でしたので、少し安心をしました。

・派遣に当たり、全国防災協会等から事前に被災状況等の資料を頂き、下調べをして助言すべきこ
とを想定して現地に望むことができたことは有意義なものとなりました。

・初めて聞いた『線状降水帯』と言う言葉を忘れることなく、不幸にも今回のような災害発生で派
遣要請があった場合は、いつでも参加していこうと考えています。

　　　・派遣専門家



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （25）第 797 号

災害技術専門家の派遣について

佐藤　　久（㈱アルファ水工コンサルタンツ 仙台事務所）

　派遣の依頼があったのは、確か９月末でした。携帯のメールに１０月 ８ 日に ６ 名必要とのメールが
入っていました。当日は特段急ぐ用事がなかったので、お受けすることに致しました。１０月 ２ 日に
なり派遣先及び現場が伝えられました。なんと橋梁災ではありませんか。長年災害には関わってき
ましたが、橋梁災は初めてです。とりあえず事前準備のため、災害手帳で橋梁災の部分を読み、グ
ーグルアース及び地理院地図で被災場所の状況を確認しました。
　当日は１０時に大崎市役所に集合し、概要説明の後現地に向かいました。現場での指導助言につき
ましては、別に掲載されると思いますので省略致しますが、潜り橋という通常の橋梁災とは異質の
ものでしたが、各人の経験を活かし適切なものが出せ、このことから３人体制であったことが非常
にうまくいったのではないかと思っております。
　今回の派遣は被災後約１カ月が経過しており、コンサルタントへの委託等を考慮すると、もう少
し早い時期の方が良かったのではないかと思いました。（制度の周知が不徹底なのでは。）また、こ
の災害箇所がどのような申請がなされ、どう採択されるのか興味のあるところです。今後の参考に
このような情報も流して頂ければ幸いです。
　今後とも仕事の都合がつけば、派遣には応じて参る所存ですので宜しくお願いします。
　最後になりましたが、今回の派遣にご協力頂きました大崎市及び北部土木事務所の皆様に改めて
御礼申し上げます。

　　経験の少ない自治体職員には、
有効な専門家派遣制度

大崎市副市長　高橋　英文

　平成27年 9 月関東・東北豪雨による災害で、いち早く救出に当たられた自衛隊、警察、消防関係
者。昼夜を分かたず応急復旧に当たられた国土交通省。災害ごみ処理に当たられた支援団体。被災
者支援に当たられたボランティアの皆様。全国各地から暖かい励ましやお見舞いをお寄せいただい
た皆様に、衷心より感謝申し上げます。
　本市では、 9 月10日深夜の豪雨により、県が管理する渋井川など 3 河川で、 9 カ所が破堤する大
洪水となり、浸水面積約3,000ヘクタール、避難者最大2,291人、家屋被害は床上浸水が393棟、床
下浸水が302棟、農作物への被害面積は2,628ヘクタール、土砂・がけ崩れ12カ所、工業・商業を含
め被害額3,603,514千円にも及ぶ甚大な被害を被りました。
　土木施設においては、道路284カ所、橋梁 3 カ所の被害があり、そのうち 2 カ所の橋梁について、
災害復旧技術専門家派遣制度を活用し、技術的なアドバイスをいただきました。
　本制度は、専門家の積み重ねられた経験と豊富な知識から、復旧ポイントや工法選定へのアドバ
イスによって、迅速な最適な工法の選定が可能となり、経験の少ない自治体職員にとって非常に有
効な制度と考えております。
　今後も同制度が広く活用され、災害現場において早期復旧に役立たれることを期待すると共に、
本市においては、本制度でのアドバイスを活かし早期復旧と復興をはたしてまいります。

　　　・要請自治体（大崎市）



（26） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

５）宮城県加美郡加美町
　①　現地活動報告（概況）



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （27）第 797 号

　②　活動状況写真
　　平成27年10月 ８ 日

被害概要説明（正面が専門家）



（28） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

町道長沼線

町道長沼線

町道長沼線

町道長沼線

被災メカニズムをもとに助言

山科　勝嗣　（（一社）東北地域づくり協会 山形支所）

　専門家として派遣されたのは、宮城県加美町、 ９ 月１０日～１１日に掛けて線状降水帯により238㎜/ 
24hr, 62㎜/hr の観測史上第一位の降水量を記録した。その結果至る所で災害が発生し甚大な被害
を被った。専門家として助言したのは町道で沢部に盛土をして道路を築造した箇所や切土法面の多
段フトンカゴ積み箇所等が路面排水や沢部からの浸透水等により被災したものと考えられた。
　これら被災メカニズムをもとに再度災害防止等も踏まえ助言した。
　専門家は地元に精通している県 OB も含め ３ 名で適切な助言に心掛けた。
　町の担当者も暫く振りの災害復旧であり、早期復旧に向け真剣な表情で耳を傾けていたのが印象
に残った。今後も専門家として適切な助言が出来るよう負担法や技術基準等を熟知するよう自己研
鑽に努めていきたい。

　③　コメント

　　　・派遣専門家



平 成 27 年 11 月  1  日 防 災 （29）第 797 号

　　平成27年10月8日宮城県大崎市および
加美町・専門家派遣をふり返って

大利　泰宏（㈱オリエンタルコンサルタンツ 東北支店）

1.　専門家として派遣された感想
　今回の被災はいわゆる線上降水帯が生じ、長時間・集中的に大量の雨を降らせたもので派遣された地域にとってはこれ
までに経験したことのない雨だった。
　このため、整備局 OB（いずれも本省査定官経験者）と地元経験の豊かな宮城県庁 OB の計 7 名、3 班体制で現地に入った。
　橋が落ちたり、数段に及ぶ道路法面が崩落するなど、被害はいずれも大きく、地元の市町にとっては最近の災害経験に
乏しく対応しにくいものだったと思う。
　地元の市・町、随行の県と一緒に現地で、原因・対策・復旧工法・仮設等について、いろいろ意見交換・連絡を取り合
い進めた。皆役所を退職後、このような役に立てて、たいへん光栄に思う。
今後、迅速な復旧が進むことを期待している。
2.　専門家派遣制度に望むこと
　現在の制度（平成26年 5 月 1 日付け ･ 国水防第18号 ) 上では、「 ５ . 報告　　派遣された専門家は、助言内容等を文書化し、
被災自治体および防災課へ説明したうえで、被災自治体、防災課、防災協会へ提出する。」
・・・となっていますが、派遣された専門家が、事前に本省へ往復するのは困難で・・・
　実態として、現地でのまとめ（報告会）で、自治体とは確認をし合い（場合によっては報告案を自治体や随行役の県を
経由することで調整を図り）、一方、本省防災課への説明は、全国防災協会経由で報告書を出す（もし問題があるようで
あればその後調整する）、という方法で行っていただければと思うところです。
3.　今後の抱負
　東北ブロックでは、今年度初めに、各県単位の幹事・事務局体制を組み、整備局、各県単位で順次、各県の防災担当課
等と意見交換会をするなどの取組をしていました。
　今回の急な対応にも、普段からの備えが、大切だと改めて感じたところです。￼

宮城県初の現地活動に参加して

相澤　嘉知　（㈱協和コンサルタンツ 東北支店）

　今回は、宮城県として初めての現地活動でもあり、各現場、東北地整の専門家の方と、私たち宮城県の専門家メンバー
とで大崎市に１班 ３ 名、加美町に ２ 班 ５ 名でそれぞれのグループで現地に行かせていただきました。
　私たちは ３ 路線を担当させていただきました。私自身、久々の災害現場であり、適切な助言が出来るのか不安でしたが、
東北地整出身の専門家の大利様の適切な助言があり、専門家としての活動が出来ました。
　しかし、専門家派遣制度の活用について、市町村がよく認識されていないようです。今回は私が、大崎市、加美町、大
和町等に趣旨をお話し、気軽にアドバイスを受けるように声掛けを行い、理解して頂き派遣となりました。
　皆さん派遣について硬くお考えになっており、測量が終わり、図面が揃っていなければ、また、復旧工法を提案しない
で相談出来ない等々悩んでおられました。
　この制度はもっと気軽に相談できるだと理解して頂ける、PR が必要と思いました。
　私自身、現職を離れ時間が大分経過しており、災害手帳を読む機会もなく過ごしており、いざ派遣となると、適切な助
言が出来るのだろうかと不安になります。
　今後、年に １ ～ ２ 度程度の、前回のような査定官研修のようなところに加えて頂き、勉強させていただける機会があれ
ばいいと思います。東京での研修は有るようですが、出来れば宮城での研修のほうが出席しやすいので宜しくお願いいた
します。
　今後も、派遣活動があれば、参加していきたいと考えています。



（30） 第 797 号 防 災 平 成 27 年 11 月  1  日

災害復旧技術専門家として派遣され感じたこと

千葉　光敏　（復建調査設計㈱ 東北支店）

①　専門家として派遣された感想
　平成27年関東 ･ 東北豪雨により被災した宮城県加美町に専門家として初めて派遣されることになりました。
　災害の現地調査は、現役時代からだいぶ遠ざかっていたため多少の不安はありましたが、元国交省・県の方々複数で派
遣されると聞いて内心ほっとしました。
　東日本大震災以降、被災自治体も復旧復興に全力で取り組んでいますが、全国自治体からの温かい支援にもかかわらず
マンパワー不足は慢性化しています。
　今回専門家として派遣要請に応じ、微力ながら地元自治体の早期復旧のため尽力できたことを幸いと感じています。
②　専門家派遣制度に望むこと
　災害経験の少ない被災自治体にとっては非常に良い制度ですので、大いに活用いただきたいと思います。また、事務手
続き等の関係もあるのでしょうが、出来るだけ早期の派遣が望ましいと思います。（被災自治体が独自の判断で災害申請
しない箇所が数箇所見受けられ、明日が訂正報告とのことで、間に合うか微妙なところでした。）
③　今後の抱負
　今回被災された自治体の職員の方々は、年末に向かい限られた時間での作業でありますので、身体に十分気をつけてい
ただきたいと感じました。
　私自身も、今後またこのような機会があれば時間の許す限り協力していきたいと思います。

災害復旧技術専門家として派遣されて

狩野　力（東京コンサルタンツ㈱ 東北支店）

　平成27年 9 月 9 日から11日にかけての宮城県内において台風第18号の影響による豪雨が発生し、県内の公共土木施設が
多大な被害を受けました。公益社団法人全国防災協会より災害復旧技術専門家の派遣について依頼を受け、10月 8 日に宮
城県加美町道路被災箇所（B 班）の調査を行いました。自分としての実務経験は宮城県沖地震、８．５ 豪雨以来の災害調査
でした。元災害査定官の方をリーダーとして、被災原因、対策工、再度災害防止等について町の担当者に助言しました。
　 9 月19日に要請の打診、30日に必要人数の確定、10月 2 日に派遣箇所と調査日が決定しましたが、今回の派遣日は災害
箇所の最終報告日の前日だったことから、災害申請できる箇所の取り残しが発生する恐れがありました。技術的支援の日
程を少しでも早くする必要があると感じました。
　東日本大震災で土木技術者が不足している中での災害復旧技術専門家派遣制度は、大変有意義なものだと思っています。

専門家派遣制度は有効な支援制度。派遣に感謝

宮城県加美町副町長　吉田　　恵

　 9 月の台風18号及び豪雨により、町道だけでも約110箇所の被害を受けました。庁舎内に災害復旧対策チームを立ち上
げ対応しておりましたが、全国防災協会の災害復旧技術専門家派遣制度の紹介があり支援を要請いたしました。早速10月
8 日に技術専門家 ５ 名の皆様に来町していただき、復旧工法の検討等様々なご指導ご助言を賜りました。
　今後の災害査定等災害復旧に役立てたこと、技術系職員の育成を図ることができたことに御礼申し上げます。
　また、この派遣制度は、マンパワー不足、技術力不足の自治体に大いに役立つ制度であり、有効な支援制度だと思って
おります。
　ご協力を賜りました、全国防災協会と関係皆様に重ねて深甚なる感謝を申し上げます。

　　　・要請自治体（加美町）
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平成27年度災害復旧技術専門家派遣の
実績について

公益社団法人　全国防災協会

　災害復旧技術専門家は、平成16年から被災現地の
派遣の他に各機関が主催する講習会や研修会の講師
として派遣しています。これまでに181機関に延べ

480人（日）（平成27年10月 8 日現在）派遣し、災害
復旧事業制度や復旧工法について講習し、地方自治
体等災害担当者のスキルアップを支援しています。

平成27年度　災害復旧技実専門家派遣　実績一覧 Ｈ27.10. ８ 現在

№ 派遣要請機関 派　遣　目　的 派 遣 場 所 派 遣 日 派遣回数 延べ　　
派遣者数 技術専門家名 備　　考

1 東北地方整備局
企画部長

災害査定技術セミナ
ー講師

東北技術事務所
多賀城研修所

27. 5 .18
～19

2 2 金内　　剛、大利　泰宏 2 人（ 2 回）
＝ 2 人回

2 北陸地方整備局長 職員研修講師 北陸技術事務所
北陸研修所

27. 5 .26 1 1 東川　　敏 1 人

3 （一財）北海道建設技
術センター　理事長

講習会講師 北海道経済センター 27. 5 .28 1 2 遠藤友志郎、川村　　治 2 人× 1 回
＝ 2 人 回

4 埼玉県県土整備部
河川砂防課長

職員研修講師 県民健康センター 27. 6 .15 1 1 大日方尚巳 1 人

5 栃木県県土整備部長 災害復旧技術専門家
連絡調整会議講師

県庁　県土防災セン
ター

27. 7 . 2 1 1 小林　　豊 1 人

6 （公財）徳島県建設技
術センター理事長

徳島県災害復旧技術
講習会講師

徳島県建設センター 27. 8 . 3 1 1 鈴木　　清 1 人

7 （一社）神奈川県建設
コンサルタント協会

災害対応実務研修会
講師

かながわ労働プラザ 27. 9 . 3 1 1 村上　隆博 1 人

8 （一社）岩手県測量設
計業協会

災害復旧事業技術研
修会講師

土木技術会館
（盛岡市）

27. 8 .28 1 2 野中　　聡、津嶋　勇榮 2 人× 1 日
＝ 2 人日

9 （一社）中部地域づく
り協会理事長

災害復旧事業講習会 じゅうろくプラザ
（岐阜市）

27.10. 7 1 1 原　　一儀 1 人

10 神奈川県県土整備局
都市部技術管理課長

スキルアップ研修
（災害復旧）

波止場会館（横浜市） ２７．９．１７   1 2 村上　隆博、網倉　　孝 2 人× 1 日
＝ 2 人日

11 栃木県県土整備部長 平成27年 9 月関東・
東北豪雨による被害

栃木県鹿沼市
（河川、道路、橋梁
災害）

27. 9 .24
～25

2 6 大日方尚巳、篠江　　惇
細島 　通夫

3 人× 2 日
＝ 6 人日

12 福島県土木部長 平成27年 9 月関東・
東北豪雨による被害

福島県二本松市
（道路災害）

27. 9 .28 1 3 佐々木一夫、渡辺　宏喜
大内 　文男

3 人× 1 日
＝ 3 人日

13 福島県土木部長 平成27年 9 月関東・
東北豪雨による被害

福島県南会津町
（道路災害）

27. 9 .28
～29

2 6 佐藤　　清、佐竹　　勝
芳賀　修二

3 人× 2 日
＝ 6 人日

14 宮城県土木部長 平成27年 9 月関東・
東北豪雨による被害

宮城県大崎市
（橋梁災害）

27.10. 8 1 3 遠藤　眞一、門脇　和善
佐藤　　久

3 人× 1 日
＝ 3 人日

15 宮城県土木部長 平成27年 9 月関東・
東北豪雨による被害

宮城県加美郡加美町
（道路災害）

27.10. 8 1 5 大利　泰宏、山科　勝嗣
相澤　嘉知、千葉　光敏
狩野　　力

5 人× 1 日
＝ 5 人日

計 13 18 37
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■講習会（研修会）写真

平成27年10月 7 日　平成27年度「中部ブロック災害復旧事業講習会」（岐阜市内）
講師：災害復旧技術専門家　原　一儀（㈱不動テトラ　中部支店）

　写真提供：（一社）中部地域づくり協会）

平成27年 9 月27日（木）　平成27年度技術職員研修「スキルアップ研修（災害復旧）」（査定申請書類
作成指導）（横浜市内）
講師：災害復旧技術専門家　網倉　孝　（（公財）神奈川県都市整備技術センター）

写真提供：神奈川県県土整備局都市部技術管理課
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平成27年 9 月27日（木）　平成27年度技術職員研修「スキルアップ研修（災害復旧）」（模擬査定）（横
浜市内）
講師：災害復旧技術専門家　網倉　孝（（公財）神奈川県都市整備技術センター）

写真提供：神奈川県県土整備局都市部技術管理課
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平成27年 ９ 月関東・東北豪雨による災害復旧事業
の査定の簡素化について（お知らせ）

国土交通省水管理・国土保全局防災課

　平成27年 9 月関東・東北豪雨による被災地域の早
期復旧を支援するため、災害復旧の迅速化に向け、
次のとおり自治体の災害復旧事業の査定を簡素化す
ることといたしましたのでお知らせします。

机上査定額の拡大
　実地によらずに査定ができる限度額を拡大：

３百万円未満（通常）を右の様に拡大

■対象自治体と限度額
　宮城県、茨城県： １千 ５百万円未満
　福島県： ２千万円未満
　栃木県： ３千万円未満

※机上査定：災害査定は実地にて行っているところ
であるが、申請額が３００万円未満等に限っては机
上にて災害査定を行っている。
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平成27年　発生主要異常気象別被害報告 平成27年10月15日現在（単位：千円）
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